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(57)【要約】
【課題】
　園芸農業を行うための構築物施設内に配設するダクト 
どうしを簡単な作業によって精度高く接合する。
【解決手段】
　中空円筒形かつ内側が蛇腹構造の雌ねじ部と、内側に 
螺旋状のねじ山を備え、蛇腹構造の谷部位に該谷部位内 
を移動可能に設置され、Ｃ形形状を成すリング部と、一 
端につば部を備える中空円筒形かつ該円筒形の外側に螺 
旋状の溝を備える雄ねじ部と、を備え、一のダクト上に 
ある孔に、つば部が一のダクトの内側となるように雄ね 
じ部を通し、雌ねじ部の内側を通って、先端が雌ねじ部 
の外側を覆う位置まで他のダクトを通し、雄ねじ部の円 
筒形部位に雌ねじ部の中空円筒形部位を差し込んだ後、 
他のダクトを回転させることなく、雌ねじ部の中空円筒 
形部位を回転させる。
【選択図】図９

審査請求　有　請求項の数　4　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 空 円 筒 形 か つ 内 側 が 蛇 腹 構 造 の 雌 ね じ 部 と 、 内 側 に 螺 旋 状 の ね じ 山 を 備 え 、 前 記 蛇 腹  
構 造 の 谷 部 位 に 該 谷 部 位 内 を 移 動 可 能 に 設 置 さ れ 、 円 形 の 一 部 が 欠 け て い る Ｃ 形 形 状 を 成  
す リ ン グ 部 と 、 一 端 に つ ば 部 を 備 え る 中 空 円 筒 形 か つ 該 円 筒 形 の 外 側 に 螺 旋 状 の 溝 を 備 え  
る 雄 ね じ 部 と 、 を 備 え 、 前 記 リ ン グ 部 が 前 記 谷 部 位 と の 摩 擦 に よ っ て 該 谷 部 位 内 の 移 動 を  
規 制 さ れ る と き 、 前 記 リ ン グ 部 の 前 記 ね じ 山 が 前 記 雄 ね じ 部 の 前 記 溝 に 沿 っ て 移 動 し 、 前  
記 雌 ね じ 部 の 前 記 雄 ね じ 部 上 で の 締 め 付 け が 可 能 な ジ ョ イ ン ト 装 置 と 、
　 前 記 雄 ね じ 部 の 前 記 円 筒 形 部 位 の 直 径 と 略 同 じ 大 き さ の 孔 を 有 し 、 柔 軟 性 を 備 え る 一 の  
ダ ク ト と 、
　 柔 軟 性 を 備 え る 他 の ダ ク ト と 、 を 有 し 、
　 前 記 一 の ダ ク ト 上 に あ る 前 記 孔 に 、 前 記 雄 ね じ 部 の 前 記 つ ば 部 が 前 記 一 の ダ ク ト の 内 側  
と な る よ う に 、 前 記 雄 ね じ 部 の 円 筒 形 部 位 を 通 し 、 ま た 、 前 記 雌 ね じ 部 及 び 前 記 リ ン グ 部  
の Ｃ 形 形 状 部 位 の 内 側 を 通 っ て 、 先 端 が 前 記 雌 ね じ 部 の 外 側 を 覆 う 位 置 ま で 前 記 他 の ダ ク  
ト を 通 し 、 前 記 雄 ね じ 部 の 円 筒 形 部 位 に 前 記 雌 ね じ 部 の 前 記 中 空 円 筒 形 部 位 を 差 し 込 ん だ  
後 、 前 記 リ ン グ 部 が 前 記 谷 部 位 と の 摩 擦 に よ っ て 該 谷 部 位 内 の 移 動 を 規 制 さ れ る 状 態 で 、  
前 記 他 の ダ ク ト を 回 転 さ せ る こ と な く 、 前 記 雌 ね じ 部 の 中 空 円 筒 形 部 位 を 回 転 さ せ 、 前 記  
雌 ね じ 部 を 前 記 雄 ね じ 部 上 で 締 め 付 け る こ と に よ っ て 、 前 記 一 の ダ ク ト と 前 記 他 の ダ ク ト  
と の 接 合 を 行 う こ と を 特 徴 と す る ダ ク ト 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 一 の ダ ク ト と 前 記 他 の ダ ク ト と が 、 園 芸 農 業 を 行 う た め の 構 築 施 設 内 に 配 設 さ れ る  
ビ ニ ー ル 製 の ダ ク ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ダ ク ト 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 中 空 円 筒 形 か つ 内 側 が 蛇 腹 構 造 の 雌 ね じ 部 と 、 内 側 に 螺 旋 状 の ね じ 山 を 備 え 、 前 記 蛇 腹  
構 造 の 谷 部 位 に 該 谷 部 位 内 を 移 動 可 能 に 設 置 さ れ 、 円 形 の 一 部 が 欠 け て い る Ｃ 形 形 状 を 成  
す リ ン グ 部 と 、 一 端 に つ ば 部 を 備 え る 中 空 円 筒 形 か つ 該 円 筒 形 の 外 側 に 螺 旋 状 の 溝 を 備 え  
る 雄 ね じ 部 と 、 を 備 え 、 前 記 リ ン グ 部 が 前 記 谷 部 位 と の 摩 擦 に よ っ て 該 谷 部 位 内 の 移 動 を  
規 制 さ れ る と き 、 前 記 リ ン グ 部 の 前 記 ね じ 山 が 前 記 雄 ね じ 部 の 前 記 溝 に 沿 っ て 移 動 し 、 前  
記 雌 ね じ 部 の 前 記 雄 ね じ 部 上 で の 締 め 付 け が 可 能 な ジ ョ イ ン ト 装 置 と 、
　 前 記 雄 ね じ 部 の 前 記 円 筒 形 部 位 の 直 径 と 略 同 じ 大 き さ の 孔 を 有 し 、 柔 軟 性 を 備 え る 一 の  
ダ ク ト と 、
　 柔 軟 性 を 備 え る 他 の ダ ク ト と 、 を 有 す る ダ ク ト 接 合 構 造 に お け る ダ ク ト 接 合 方 法 で あ っ  
て 、
　 前 記 一 の ダ ク ト 上 に あ る 前 記 孔 に 、 前 記 雄 ね じ 部 の 前 記 つ ば 部 が 前 記 一 の ダ ク ト の 内 側  
と な る よ う に 、 前 記 雄 ね じ 部 の 円 筒 形 部 位 を 通 し 、 ま た 、 前 記 雌 ね じ 部 及 び 前 記 リ ン グ 部  
の Ｃ 形 形 状 部 位 の 内 側 を 通 っ て 、 先 端 が 前 記 雌 ね じ 部 の 外 側 を 覆 う 位 置 ま で 前 記 他 の ダ ク  
ト を 通 し 、 前 記 雄 ね じ 部 の 円 筒 形 部 位 に 前 記 雌 ね じ 部 の 前 記 中 空 円 筒 形 部 位 を 差 し 込 ん だ  
後 、 前 記 リ ン グ 部 が 前 記 谷 部 位 と の 摩 擦 に よ っ て 該 谷 部 位 内 の 移 動 を 規 制 さ れ る 状 態 で 、  
前 記 他 の ダ ク ト を 回 転 さ せ る こ と な く 、 前 記 雌 ね じ 部 の 中 空 円 筒 形 部 位 を 回 転 さ せ 、 前 記  
雌 ね じ 部 を 前 記 雄 ね じ 部 上 で 締 め 付 け る こ と に よ っ て 、 前 記 一 の ダ ク ト と 前 記 他 の ダ ク ト  
と の 接 合 を 行 う こ と を 特 徴 と す る ダ ク ト 接 合 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 一 の ダ ク ト と 前 記 他 の ダ ク ト と が 、 園 芸 農 業 を 行 う た め の 構 築 施 設 内 に 配 設 さ れ る  
ビ ニ ー ル 製 の ダ ク ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ダ ク ト 接 合 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 ビ ニ ー ル ハ ウ ス の よ う な 園 芸 農 業 を 行 う た め の 構 築 物 施 設 内 に 配 設 す る 柔 ら か い ダ ク ト  
ど う し を 接 合 す る ダ ク ト 接 合 構 造 の 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ビ ニ ー ル ハ ウ ス の よ う な 園 芸 農 業 を 行 う た め の 施 設 内 で は 、 作 物 の 光 合 成 を 促 進 さ せ る  
た め に 、 二 酸 化 炭 素 発 生 装 置 を 用 い て 発 生 さ せ た 二 酸 化 炭 素 を 供 給 す る 場 合 が あ る 。 そ の  
と き 、 各 作 物 に 適 切 な 量 の 二 酸 化 炭 素 を 偏 り な く 供 給 し 、 作 物 を 傷 つ け な い よ う に す る た  
め に 、 例 え ば 、 ビ ニ ー ル の よ う に 柔 ら か い 材 質 の 二 酸 化 炭 素 供 給 用 ダ ク ト を 施 設 内 に き め  
細 や か に 張 り 巡 ら せ る 。 な お 、 上 記 し た 柔 ら か い 材 質 の ダ ク ト は 、 園 芸 農 業 を 行 う た め の  
施 設 内 に お い て 、 暖 房 用 の ダ ク ト と し て も 使 用 さ れ 、 配 設 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 上 記 ダ ク ト 表 面 に は 二 酸 化 炭 素 放 出 用 の 小 さ な 孔 が 設 置 さ れ て い る 。 そ し て 、  
作 物 へ 安 定 的 に 二 酸 化 炭 素 を 供 給 す る た め 、 そ の 孔 が 作 物 の 無 い 方 を 向 い た り 、 同 じ 方 向  
ば か り を 向 い た り 、 又 は 、 地 面 の 方 を 向 い て 実 質 的 に 孔 が 塞 が れ た 状 態 と な っ た り し な い  
よ う に 、 上 記 ダ ク ト を 孔 の 位 置 を 考 慮 し て 適 切 に 敷 設 す る 必 要 が あ る 。
　 ま た 、 二 酸 化 炭 素 供 給 用 ダ ク ト は 、 二 酸 化 炭 素 発 生 装 置 に 近 い 親 ダ ク ト と 分 岐 先 の 子 ダ  
ク ト と を 接 合 し て い く こ と に よ っ て 、 施 設 内 に 適 切 に 敷 設 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － １ ３ ０ ０ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 、 上 記 の よ う な ダ ク ト の 接 合 は 、 接 合 用 器 具 の 性 能 の 低 さ に 基 づ き  
接 合 部 分 に お い て 気 体 の 漏 れ が 生 じ た り 、 ダ ク ト 表 面 の 孔 の 向 き ・ 位 置 を 考 慮 し て 作 業 を  
行 う 必 要 が あ る た め 、 接 合 作 業 が 煩 雑 で あ っ た り す る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 で は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 園 芸 農 業 を 行 う た め の 構 築 物 施 設 内 に 配 設 す る  
柔 ら か い ダ ク ト ど う し を 簡 単 な 作 業 に よ っ て 精 度 高 く 接 合 す る た め の ダ ク ト 接 合 構 造 を 提  
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 開 示 す る ダ ク ト 接 合 構 造 の 一 形 態 は 、 中 空 円 筒 形 か つ 内 側 が 蛇 腹 構 造 の 雌 ね じ 部 と 、 内  
側 に 螺 旋 状 の ね じ 山 を 備 え 、 前 記 蛇 腹 構 造 の 谷 部 位 に 該 谷 部 位 内 を 移 動 可 能 に 設 置 さ れ 、  
円 形 の 一 部 が 欠 け て い る Ｃ 形 形 状 を 成 す リ ン グ 部 と 、 一 端 に つ ば 部 を 備 え る 中 空 円 筒 形 か  
つ 該 円 筒 形 の 外 側 に 螺 旋 状 の 溝 を 備 え る 雄 ね じ 部 と 、 を 備 え 、 前 記 リ ン グ 部 が 前 記 谷 部 位  
と の 摩 擦 に よ っ て 該 谷 部 位 内 の 移 動 を 規 制 さ れ る と き 、 前 記 リ ン グ 部 の 前 記 ね じ 山 が 前 記  
雄 ね じ 部 の 前 記 溝 に 沿 っ て 移 動 し 、 前 記 雌 ね じ 部 の 前 記 雄 ね じ 部 上 で の 締 め 付 け が 可 能 な  
ジ ョ イ ン ト 装 置 と 、 前 記 雄 ね じ 部 の 前 記 円 筒 形 部 位 の 直 径 と 略 同 じ 大 き さ の 孔 を 有 し 、 柔  
軟 性 を 備 え る 一 の ダ ク ト と 、 柔 軟 性 を 備 え る 他 の ダ ク ト と 、 を 有 し 、 前 記 一 の ダ ク ト 上 に  
あ る 前 記 孔 に 、 前 記 雄 ね じ 部 の 前 記 つ ば 部 が 前 記 一 の ダ ク ト の 内 側 と な る よ う に 、 前 記 雄  
ね じ 部 の 円 筒 形 部 位 を 通 し 、 ま た 、 前 記 雌 ね じ 部 及 び 前 記 リ ン グ 部 の Ｃ 形 形 状 部 位 の 内 側  
を 通 っ て 、 先 端 が 前 記 雌 ね じ 部 の 外 側 を 覆 う 位 置 ま で 前 記 他 の ダ ク ト を 通 し 、 前 記 雄 ね じ  
部 の 円 筒 形 部 位 に 前 記 雌 ね じ 部 の 前 記 中 空 円 筒 形 部 位 を 差 し 込 ん だ 後 、 前 記 リ ン グ 部 が 前  
記 谷 部 位 と の 摩 擦 に よ っ て 該 谷 部 位 内 の 移 動 を 規 制 さ れ る 状 態 で 、 前 記 他 の ダ ク ト を 回 転  
さ せ る こ と な く 、 前 記 雌 ね じ 部 の 中 空 円 筒 形 部 位 を 回 転 さ せ 、 前 記 雌 ね じ 部 を 前 記 雄 ね じ  
部 上 で 締 め 付 け る こ と に よ っ て 、 前 記 一 の ダ ク ト と 前 記 他 の ダ ク ト と の 接 合 を 行 う こ と を  
特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 開 示 す る ダ ク ト 接 合 構 造 は 、 園 芸 農 業 を 行 う た め の 構 築 物 施 設 内 に 配 設 す る ダ ク ト ど う  
し を 簡 単 な 作 業 に よ っ て 精 度 高 く 接 合 す る 。



10

20

30

40

50

JP 2023-16638 A 2023.2.2(4)

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 雌 ね じ 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る リ ン グ 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る リ ン グ 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 雄 ね じ 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る リ ン グ 部 を 雌 ね じ 部 の 谷 部 位 に 設 置 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 雄 ね じ 部 を ダ ク ト に 挿 通 さ せ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 雄 ね じ 部 を ダ ク ト に 挿 通 さ せ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 雌 ね じ 部 に ダ ク ト を 装 着 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る ダ ク ト 接 合 構 造 （ 雌 ね じ 部 及 び 雄 ね じ 部 に よ っ て ダ ク ト を 接  
合 し た 状 態 ） を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ 本 実 施 の 形 態 に 係 る ダ ク ト 接 合 構 造 ）
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 乃 至 ５ を 用 い て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る ダ ク ト 接 合 構 造 １ の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。  
ダ ク ト 接 合 構 造 １ は 、 ジ ョ イ ン ト 装 置 ２ 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ で 構 成 さ れ る 。 ジ ョ イ ン ト 装  
置 ２ は 、 ビ ニ ー ル ハ ウ ス の よ う な 園 芸 農 業 を 行 う た め の 構 築 物 施 設 （ 栽 培 室 ） ２ ６ 内 に 設  
置 さ れ る ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ を 接 合 す る た め の 装 置 で あ る 。 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ は 、 例 え ば 、  
ビ ニ ー ル の 様 な 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク 製 （ プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 製 ） の 管 で あ る が 、 そ の 材 質  
は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ は 、 構 築 物 施 設 ２ ６ 内 で 栽 培 さ れ る 作 物 の 光 合 成 を 促 進 さ せ る  
た め に 、 二 酸 化 炭 素 発 生 装 置 を 用 い て 発 生 さ せ た 二 酸 化 炭 素 を 供 給 す る た め の 設 備 で あ り  
、 施 設 ２ ６ 内 に き め 細 や か に 張 り 巡 ら せ ら れ る 。 こ こ で 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ は 、 表 面 に 二  
酸 化 炭 素 放 出 用 の 小 さ な 孔 ２ ４ を 備 え て い る 。 な お 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ は 、 構 築 物 施 設 ２  
６ 内 に 配 設 さ れ る 暖 房 用 ダ ク ト で あ っ て も 良 く 、 そ の 場 合 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ 上 の 孔 ２ ４  
は 、 温 風 を 放 出 す る た め の も の と な る 。 以 下 で は 便 宜 上 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ を 二 酸 化 炭 素  
放 出 用 の も の と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ は 、 作 物 へ 安 定 的 に 二 酸 化 炭 素 を 供 給 す る た め 、 そ の 孔 ２ ４ の 位 置 を  
考 慮 し て 適 切 に 敷 設 す る 必 要 が あ る の で 、 作 業 者 は 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ の 接 合 作 業 に よ っ  
て 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ の 孔 ２ ４ の 位 置 を 変 更 し た く な い し 、 孔 ２ ４ の 位 置 を 気 に し な が ら  
、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ の 接 合 作 業 を 行 い た く な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 ジ ョ イ ン ト 装 置 ２ は 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ の 接 合 作 業 に お い て 、 孔 ２ ４ の 位 置 を  
変 更 せ ず に 済 み 、 ま た 、 孔 ２ ４ の 位 置 を 気 に し な が ら の 作 業 を 行 う 必 要 が な い よ う に す る  
。 ま た 、 ジ ョ イ ン ト 装 置 ２ は 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ の 接 合 箇 所 に お け る 気 密 性 も 担 保 す る こ  
と が で き る 。
　 図 １ 乃 至 ５ で 示 す よ う に 、 ジ ョ イ ン ト 装 置 ２ は 、 雌 ね じ 部 ４ 、 リ ン グ 部 １ ０ 、 雄 ね じ 部  
１ ４ を 有 す る 。
　 図 １ で 示 す よ う に 、 雌 ね じ 部 ４ は 、 中 空 円 筒 形 を 成 し 、 か つ 、 内 側 が 蛇 腹 構 造 （ 山 折 り  
と 谷 折 り の 繰 り 返 し 構 造 ） ６ を 成 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ 、 ３ 及 び ５ で 示 す よ う に 、 リ ン グ 部 １ ０ は 、 内 側 に 螺 旋 状 の ね じ 山 １ ２ を 備 え 、 蛇  
腹 構 造 ６ の 谷 部 位 ８ に 該 谷 部 位 ６ 内 を 移 動 可 能 に 設 置 さ れ 、 円 形 の 一 部 が 欠 け て い る Ｃ 形  
形 状 を 成 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 ４ で 示 す よ う に 、 雄 ね じ 部 １ ４ は 、 中 空 円 筒 形 を 成 し 、 ま た 、 一 端 に 該 中 空 円 筒 形 か  
ら は み 出 す よ う に 出 っ 張 っ た つ ば 部 １ ６ を 備 え 、 か つ 、 該 中 空 円 筒 形 の 外 側 面 に 螺 旋 状 の  
溝 １ ８ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 雄 ね じ 部 １ ４ の 中 空 円 筒 形 部 位 は 、 雌 ね じ 部 ４ の 中 空 円 筒 形 部 位 に 挿 通 さ せ る こ  
と が で き る 、 つ ま り 、 雌 ね じ 部 ４ の 中 空 円 筒 形 部 位 の 直 径 は 、 雄 ね じ 部 １ ４ の 中 空 円 筒 形  
部 位 の 直 径 よ り も 少 し だ け 大 き い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ジ ョ イ ン ト 装 置 ２ で は 、 リ ン グ 部 １ ０ が 谷 部 位 ８ と の 摩 擦 に よ っ て 谷 部 位 ８ 内 の 移 動 を  
規 制 さ れ る と き 、 リ ン グ 部 １ ０ の ね じ 山 １ ２ を 雄 ね じ 部 １ ４ の 溝 １ ８ に 沿 っ て 移 動 さ せ る  
こ と に よ っ て 、 雌 ね じ 部 ４ を 雄 ね じ 部 １ ４ 上 で 締 め 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。 雌 ね じ 部 ４  
を そ の 反 対 方 向 に 回 せ ば 、 雄 ね じ 部 １ ４ 上 で 雌 ね じ 部 ４ の 締 め 付 け 解 除 を 行 う こ と が 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ７ 及 び ８ で 示 す よ う に 、 ジ ョ イ ン ト 装 置 ２ は 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ を 接 合 す る と き 、 一  
方 の ダ ク ト ２ ２ を 、 雌 ね じ 部 ４ 及 び リ ン グ 部 １ ０ の 内 側 を 通 し 、 さ ら に 、 ダ ク ト ２ ２ の 先  
端 が 雌 ね じ 部 ４ の 外 側 を 覆 う 位 置 ま で 通 し た 状 態 で 、 接 合 作 業 を 行 う 。 な お 、 ジ ョ イ ン ト  
装 置 ２ で は 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ の 接 合 作 業 時 、 雄 ね じ 部 １ ４ に 挿 通 さ せ た 雌 ね じ 部 ４ の 締  
め 付 け 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う な 構 造 に 基 づ い て 、 ダ ク ト 結 合 構 造 １ （ ジ ョ イ ン ト 装 置 ２ ） は 、 園 芸 農 業 を  
行 う た め の 構 築 物 施 設 ２ ６ 内 に 配 設 す る ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ ど う し を 簡 単 な 作 業 に よ っ て 精  
度 高 く 接 合 す る こ と が で き る 。
　 （ 本 実 施 の 形 態 に 係 る ダ ク ト 接 合 方 法 ）
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ 乃 至 ９ を 用 い て 、 ダ ク ト 接 合 構 造 １ に お け る ダ ク ト 接 合 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 な  
お 、 構 築 施 設 ２ ６ 内 に 供 給 す る 二 酸 化 炭 素 を 発 生 さ せ る 二 酸 化 炭 素 発 生 装 置 に 近 い 方 の 親  
ダ ク ト を 一 の ダ ク ト ２ ０ と し 、 親 ダ ク ト か ら 分 岐 す る 子 ダ ク ト を 他 の ダ ク ト ２ ２ と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ で 示 す よ う に 、 作 業 者 は 、 雄 ね じ 部 １ ４ の 円 筒 形 部 位 の 直 径 と 略 同 じ 大 き さ の 孔 で  
あ っ て 、 一 の ダ ク ト ２ ０ 上 の 孔 ２ ４ に 、 雄 ね じ 部 １ ４ の つ ば 部 １ ６ が 一 の ダ ク ト ２ ０ の 内  
側 と な る よ う に 、 雄 ね じ 部 １ ４ の 円 筒 形 部 位 を 通 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ７ 及 び ８ で 示 す よ う に 、 作 業 者 は 、 次 に 、 雌 ね じ 部 ４ 及 び リ ン グ 部 １ ０ の 内 側 を 通 っ  
て 、 先 端 が 雌 ね じ 部 の 外 側 （ の 一 部 ） を 覆 う 位 置 ま で 他 の ダ ク ト ２ ２ を 通 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ９ で 示 す よ う に 、 作 業 者 は 、 そ の 次 に 、 雄 ね じ 部 １ ４ の 円 筒 形 部 位 に 、 内 側 が 他 の ダ  
ク ト ２ ２ で 覆 わ れ た 雌 ね じ 部 ４ の 中 空 円 筒 形 部 位 を 差 し 込 む 。 こ の 状 態 で 、 一 の ダ ク ト ２  
０ の 外 側 面 （ つ ば 部 １ ６ の 外 側 付 近 ） と （ 雌 ね じ 部 ４ の 開 口 部 付 近 の ） 他 の ダ ク ト ２ ２ と  
が 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 作 業 者 は 、 リ ン グ 部 １ ０ が 谷 部 位 ８ と の 摩 擦 に よ っ て 谷 部 位 ８ 内 の 移 動 を 規 制  
さ れ る 状 態 で 、 他 の ダ ク ト ２ ２ を 回 転 さ せ る こ と な く 、 雌 ね じ 部 ４ の 中 空 円 筒 形 部 位 を 握  
っ て 回 転 さ せ 、 雌 ね じ 部 ４ を 雄 ね じ 部 １ ４ 上 で 締 め 付 け る （ 雌 ね じ 部 ４ の 締 め 付 け 動 作 を  
行 う ） こ と に よ っ て 、 一 の ダ ク ト ２ ０ と 他 の ダ ク ト ２ ２ と の 接 合 を 行 う 。 こ の 状 態 で 、 当  
接 し て い た 一 の ダ ク ト ２ ０ と 他 の ダ ク ト ２ ２ と は 、 つ ば 部 １ ６ と 雌 ね じ 部 ４ の 開 口 部 と で  
挟 着 さ れ 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ の 気 密 性 が 保 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ の 接 合 作 業 に お い て 、 子 ダ ク ト で あ る 他 の ダ ク ト ２ ２  
は 回 転 さ せ ず に 、 雌 ね じ 部 ４ の み を 回 転 さ せ る の で 、 他 の ダ ク ト ２ ２ の 表 面 に 設 置 さ れ る  
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孔 ２ ４ の 向 き ・ 位 置 は 、 ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ の 接 合 作 業 の 前 後 に お い て 、 不 変 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の よ う に し て 、 ダ ク ト 接 合 構 造 １ は 、 園 芸 農 業 を 行 う た め の 構 築 物 施 設 ２ ６ 内 に 配  
設 す る ダ ク ト ２ ０ 、 ２ ２ ど う し を 簡 単 な 作 業 に よ っ て 精 度 高 く 接 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 係 る 特 定 の 実 施 の 形 態 に 限 定  
さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 に お い て 、 種 々 の  
変 形 ・ 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１     ダ ク ト 結 合 構 造
２     ジ ョ イ ン ト 装 置
４     雌 ね じ 部
６     蛇 腹 構 造
８     蛇 腹 構 造 の 谷 部 位
１ ０   リ ン グ 部
１ ２   螺 旋 状 の ね じ 山
１ ４   雄 ね じ 部
１ ６   つ ば 部
１ ８   螺 旋 状 の 溝
２ ０   一 の ダ ク ト
２ ２   他 の ダ ク ト
２ ４   他 の ダ ク ト 上 の 孔
２ ６   園 芸 農 業 を 行 う た め の 構 築 施 設
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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